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０ 校舎見学 ※玄関ホール集合 18:00  <30>
１ 開会 ※２階視聴覚室 18:30
２ オリエンテーション 18:30  <15>

・情勢報告、第２回振返り
・本日の検討内容

３ 班別検討会 ※会場移動無し 18:45  <50>
～休憩 <5> ～

４ 全体会 19:40  <20>
・発表、質疑応答
・次回予告

６ 閉会 20:00

第３回『白南未来図』検討会

主催：白南中学校区コミュニティ協議会

2024/08/07 於：白南中学校視聴覚室

「白南地域に描く学校像」②

オリエンテーション

座長 細河 正行

２ オリエンテーション ＜18:30～18:45＞

「白南地域に描く学校像」②

全体会
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情勢報告

２ オリエンテーション

①児童・生徒、学級数推計値更新
②南区副区長面談 6/27 17:00-18:00
③南区障がい者団体代表面談 6/30.7/20
④新聞社報道部記者取材 7/ 8 14:00-16:00
⑤市教委教育総務課担当職員面談

7/25 15:00-16:30

情勢報告

２ オリエンテーション

①児童・生徒、学級数推計値更新
②南区副区長面談 6/27 17:00-18:00
③南区障がい者団体代表面談 6/30.7/20
④新聞社報道部記者取材 7/ 8 14:00-16:00
⑤市教委教育総務課担当職員面談

7/25 15:00-16:30
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児童・生徒数、学級数推計

新潟市教育委員会 ｈｐより

情勢報告

２ オリエンテーション

①児童・生徒、学級数推計値更新
②南区副区長面談 6/27 17:00-18:00
関 智雄（せき ともる）さん
同行者 北（きた）地域総務課係長

③南区障がい者団体代表面談 6/30.7/20
④新聞社報道部記者取材 7/ 8 14:00-16:00
⑤市教委教育総務課担当職員面談

7/25 15:00-16:30



2024/9/11

4

情勢報告

２ オリエンテーション

①児童・生徒、学級数推計値更新
②南区副区長面談 6/27 17:00-18:00
③南区障がい者団体代表面談 6/30.7/20
南区肢体不自由児者父母の会会長
佐野初美（さの はつみ）さん
・次回、オブザーバー参加を希望
④新聞社報道部記者取材 7/ 8 14:00-16:00
⑤市教委教育総務課担当職員面談

7/25 15:00-16:30

情勢報告

２ オリエンテーション

①児童・生徒、学級数推計値更新
②南区副区長面談 6/27 17:00-18:00
③南区障がい者団体代表面談 6/30.7/20
④新聞社報道部記者取材 7/ 8 14:00-16:00
小林夏音（こばやし はつね）さん
・高い関心、取材継続
・記事化は10月以降に
⑤市教委教育総務課担当職員面談

7/25 15:00-16:30



2024/9/11

5

情勢報告

２ オリエンテーション

①児童・生徒、学級数推計値更新
②南区副区長面談 6/27 17:00-18:00
③南区障がい者団体代表面談 6/30.7/20
④新聞社報道部記者取材 7/ 8 14:00-16:00
⑤市教委教育総務課担当職員面談

7/25 15:00-16:30
近藤和徳（こんどう かずのり）副参事
山野寺高彦（やまのてら たかひろ）係長

２ オリエンテーション

＜小中一貫教育校と義務教育学校＞
小中一貫教育校：例）潟東小学校、潟東中学校
※問題なく移行
義務教育学校：例）大崎学園
※新潟市に前例無くハードルは高い

＜学校統合スケジュール＞
校舎建設を伴う場合 R13年度開校
校舎施設建設を共わない場合 R 9年度開校

＜期間短縮への方途を探る＞
多機能化・複合化の進め方の検討
広報活動の強化、関係機関との連携推進
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２ オリエンテーション

＜義務教育学校＞

目的: 日本の義務教育学校は、小学校と中学校の教育を一
貫して提供し、子どもたちに基本的な学力と社会性を養う
ことを目的としています。
構造: 義務教育学校は、通常、6年間の小学校教育と3年間
の中学校教育を1つの学校で提供します。これは、子ども
たちが小学校から中学校に移行する際のスムーズさを目指
しています。
例: 例えば、義務教育学校の中には、カリキュラムや指導
方法が一貫している学校が多く、教師も同じ学校で長期間
にわたり指導することが一般的です。
設立: 日本の義務教育学校は、文部科学省の教育課程に基
づいて運営されます。

２ オリエンテーション

＜小中一貫校＞

目的：小中一貫校は、小学校と中学校の教育を連携させる
ことで、より効果的な教育を提供し、子どもたちの成長を
サポートすることを目指します。
構造：小中一貫校は、通常、小学校と中学校が同じ敷地に
存在し、カリキュラムや教育方針を共通化している場合が
多いです。教育の内容や指導方法が連携されることが特徴
です。
例：小中一貫校では、例えば、小学校から中学校へ進学す
る際に、教育方針や学習内容がスムーズに連続するように
設計されています。
設立：小中一貫校は、地域の教育ニーズや学校の運営方針
に応じて設立されることが多いです。設立には、教育委員
会や地方自治体の承認が必要です。
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２ オリエンテーション

＜主な違い＞

教育の連携
義務教育学校は、基本的に小学校と中学校が一体となっ
て教育を提供するのに対し、小中一貫校は、小学校と中学
校が連携して教育を進めるという点で異なります。

設立の形態
義務教育学校は、全国的に統一された形で設立されてい
るのに対し、小中一貫校は地域ごとのニーズに応じて設立
されることが多いです。

7/3第２回振り返り

２ オリエンテーション
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１班

・3校統合について、リスク、メリットが必ずあり、丁寧な説明が必要である。
・複式学級のメリットはないと考える。
・少人数のデメリットは、
◆仲間はずれになると居場所がなくなり、不登校になるケースも…。
◆序列ができてしまい、競争意識がなくなる。
◆修学旅行を引き受ける業者がいない、などの問題も。
・新飯田のアンケート結果も、統合してほしいという意見が多かった。

・各小学校は、避難所として新潟市から指定を受けている。小学校を統合し
ても避難所として残していきたい。

・小学校統合だけでなく、3地域の地域生活センター、放課後児童クラブ、児
童館、スクールバス、各校跡地の活用についても、一緒に考えて進めなけ
ればならない。

・検討会を通してこれだけは譲れないということをまとめていきたい。

第２回検討会班別発表記録

２班

・小中一貫校の案で進める。

・小学校棟は、白南中学校の元プール予定地
・3階まで必要かどうかは検討が必要

・小学生用の体育館は、中学校と別で建設
・学童と児童館を併設、1階を学童と児童館、2階を体育館にする
・地域の人も利用する体育館にする
・隣に駐車場をつくる

・小学校棟と中学校棟の間に教材園
・現在の野球場の一部に遊具を設置
・中学体育館と校舎の間にアーケード

・他の土地に、屋根付きの多目的広場を建設。雨でもテニスコートやフット
サルができるようにし、野球場と合わせて体育施設を充実させ白南地区の
スポーツ振興の場にする。

・隣の排水路が危険なので何か手当が必要

第２回検討会班別発表記録
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２班 ワークシート

２F プレイルーム
（小体育館）

１F 放課後児童クラブ
白根南児童館

＜小学舎＞
２F 高学年教室
１F 低学年教室

※隣接エリアに全天候型
運動広場の建設

第２回検討会班別発表記録

３班

・小中一貫校の案で進める。

・小学校棟は、元プール予定地。
・玄関は現在の中学校と一緒にし、渡り廊下を作って小学校棟へ行けるように
する。

・中庭に畑を作り作物を育てる。

・中に児童館や地域の方とのふれあいの場を作る。集まって歓談できる、茶の
間的な場所。

・中学校校舎前に、バスの駐車場をつくる。

・小中併設校とした他地域の例では、小中バラバラで一貫性がない。小中一緒
になるメリットを活かすため、一貫校では行事を小中一緒に行い、運動会や
避難訓練は合同にする。中学生が小学生の面倒を見るなど、成長の場にする。

第２回検討会班別発表記録
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３班 ワークシート

＜小学舎＞
屋上 展望室
３F 新しい学びのフロア

地域共用フロア
２F 高学年教室
１F 低学年教室

第２回検討会班別発表記録

その他

・音楽室や家庭科室は、現在の中学校舎が使えるのか？
→家庭科室は基準が違う可能性があり簡単に共有はできないかもしれない。
確認が必要。

・3地区とも歴史的な行事があり、統合で各地域の文化が薄れる危機感がある。
小中学校が地域の活動と密接に関わり、芸能や伝統行事を引き継いでいかな
ければならない。その辺りもテーマの一つとして話し合っていきたい。

第２回検討会全体会記録
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地域のお母さん達の話に耳を傾ける場を多く設けるようにしてきた中で、見え
てきた課題をまとめてみました。よろしくお願いいたします。

【子ども】集団の中で楽に生きていくためには

少人数がゆえに、序列が変わらない。
心の発達段階では、小学生は学力や運動神経など、目に見えるもので自信をつ
けていく時期。
親が、目に見えない所を認め、伸ばしてあげる余裕がない。
自己肯定感が低い地域となる。

【親】母親たちに心の余白（余裕）を

気になる母親たちの言葉に耳を傾けると、父親（夫）との関係性に難がある事
が見えてきた。母親自信の問題かと思いきや、父親が母親の思いに耳を傾けず
に、認め合えていない事が分かった。
埋もれている母親たちの才能を伸ばしたい。
母親の心に余白（余裕）を作れる地域に。
暇を悪とする考え方を排除。
暇ではなく、母親の心にゆとりを生み出す時間づくりが必要。

A委員より 第２回検討会以降に寄せられた意見

本日の検討内容

他班の意見も参考にしながら、学
校像を練り上げる。

２ オリエンテーション
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２F プレイルーム
（小体育館）

１F 放課後児童クラブ
白根南児童館

＜小学舎＞ ※案①３階建て
※案②２階建て

屋上 展望室
３F 新しい学びのフロア
２F 高学年教室
１F 低学年教室

※隣接エリアに全天候型
運動広場の建設

第２回検討会 ワークシート集約 ＜南面＞

第２回検討会 ワークシート集約（小体育館あり） ＜北面＞
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第２回検討会 ワークシート集約 ＜北面＞

管理棟
中等部教室棟

第２回検討会 ワークシート集約（小体育館なし）

柔剣道場

＜北面＞
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第２回検討会 ワークシート集約 ＜北面＞

中等部教室棟
管理棟

班編成は前回と同じ

新飯田地域６名 １ , ２ , ３ 班
茨曽根地域５名 １ , ２ , ３ 班
庄瀬地域 ６名 １ , ２ , ３ 班

１ ２ ３ 班

２ オリエンテーション
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役割分担

進行：アイディアの合成をリード
記録：大判ワークシートの仕上げ
発表：全体会でのプレゼン

２ オリエンテーション

「白南地域に描く学校像」②

班別検討会

＜18:45～19:35＞
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０ 校舎見学 ※玄関ホール集合 18:00  <30>
１ 開会 18:30
２ オリエンテーション 18:30  <15>

・情勢報告
・本日の検討内容

３ 班別検討会 ※会場移動無し 18:45  <50>
～休憩 <5> ～

４ 全体会 19:40  <20>
・発表、質疑応答
・次回予告

６ 閉会 20:00

第３回『白南未来図』検討会

主催：白南中学校区コミュニティ協議会

2024/08/07 於：白南中学校視聴覚室

「白南地域に描く学校像」②

全体会

１ １班発表、質疑応答
２ ２班発表、質疑応答
３ ３班発表、質疑応答
４ 班別アイディアの合成

＜19:40～19:55＞
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次回予告

＜19:55～20:00＞

１ 開会 18:30
２ オリエンテーション 18:30  <15>

・情勢報告
・本日の検討内容

３ 地域別検討会 ※会場移動無し 18:45  <50>
～休憩 <5> ～

４ 全体会 19:40  <15>
・発表、質疑応答

５ 連絡 19:55  < 5>
６ 閉会 20:00

第４回『白南未来図』検討会

主催：白南中学校区コミュニティ協議会

2024/09/04 於：茨曽根地域生活センター

「跡地・跡施設の利活用」
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閉 会

＜20:00＞
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